
 

 

件 名 第 60回 水源環境保全・再生かながわ県民フォーラム 開催結果概要 

テーマ かながわの森と水～これまでの 20年から次のステージへ～ 

日 時 令和８年２月７日（土）13:00～16:00（展示会場のみ 12:30～16:30） 

会 場 
新都市ホール（横浜市西区高島２-18-１ 横浜新都市ビル（そごう横浜店）

９階） 

 

内 容 

１ 開催趣旨 

これまでの水源環境保全・再生に係る取組・成果についての情報提供・ 

発信等を行うとともに、令和９年度以降、県が新たに取り組む水源施策に

ついて、県民へ広く周知することを目的に開催する。 

 

２ 開催内容（講演会） 

〔１〕 開会挨拶（５分） 

橋本 和也（神奈川県副知事） 

〔２〕基調講演（70分） 

野口 健（登山家） 

講演テーマ『富士山から日本を変える～山から学んだ環境問題～』 

〔３〕「かながわ水源環境保全・再生基本計画」等の紹介（20分） 

〔４〕パネルディスカッション（70分） 

   テーマ「かながわの森と水～これまでの 20年から次のステージへ～」 

＜パネリスト＞ 

・齊藤 理沙（株式会社つくい森林設計ＨＡＬＵ 代表取締役） 

・谷 芳生（秦野市環境共生課 専任参事（兼）課長） 

・市田 智之（サントリーホールディングス株式会社 サステナビ

リティ経営推進本部 天然水の森グループ スペシャリスト） 

・吉村 千洋（東京科学大学 環境・社会理工学院 教授） 

＜コーディネーター＞ 

・土屋 俊幸氏（東京農工大学 名誉教授） 

 

〔その他〕会場では次の展示等を実施。 

＜展示スペース＞ 

 １．水源環境保全・再生施策等の紹介    

２．市民事業支援補助団体ブース【NPO法人東海大学地域環境ネットワー 

ク、NPO法人仂、湯河原森のなかま】 

３．市町村ブース【小田原市農政課、相模原市森林政策課、秦野市森林ふ 

れあい課、秦野市環境共生課】 

４. 間伐材製品の展示【株式会社ラ・ルース、一般社団法人 さがみ湖  

森・モノづくり研究所】 

５．丹沢の森に棲む動物の剥製展示 

６．水源かん養実験の動画放映  

７．森林再生パートナー企業等の活動紹介 

８．「全日本中学生水の作文コンクール」入賞作品の展示  



 

 

９．自然公園指導員のパネル 

10．「もう一つの震災復興」パネル 
＜体験スペース＞ 

１．ひのき玉プール【株式会社ラ・ルース】 

２．愛川和紙細工教室【芳雅美術工芸】 
３．利き水体験 

 
３ 参加者数 

対面：152名/オンライン：33名 
 
４ 開催効果 

・基調講演では、水源環境を守る重要性などについて参加者へ訴える 

ことができた。 

 ・「かながわ水源環境保全・再生基本計画」等の紹介では、本県がこれ 

までに行った取組と成果を紹介するとともに、令和９年度以降に取り 

組む新たな事業内容など本県が取り組む施策に関する情報を発信する 

ことができた。 

 ・パネルディスカッションでは、幅広い分野のパネリストによる討論を 

行うことで、参加者へ県の施策への理解促進を図ることができた。 

 ・展示会では、市民事業支援補助団体の取組紹介や物販ブースを設け、 

多様な団体の活動内容を県民に紹介することができた。また、市町村 

の取組紹介ブースや間伐材製品の展示、水源涵養実験動画の放映など 

新たな展示を行い、会場の雰囲気を活性化させた。 
 
５ 主催 
  神奈川県、水源環境保全・再生かながわ県民会議  

・県民会議委員の計 13 名が会場運営を担当した。（うち２名は登壇
者） 

特記事項 なし 

  



 

 

 

  

   

 

 

 

 

   

 

参考（当日の様子） 

計画説明（井出課長） 

主催者あいさつ（橋本副知事） 基調講演（野口 健氏） 

パネルディスカッション 

会場入口 講演会場 

展示会場 しずくちゃんによるＰＲ 


